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「地域医療構想」において、将来的に不足することが見込まれる医療機能の確保対策として、非稼働病床への
対応を踏まえ、猿払村国民健康保険病院の在り方について施設維持の効率化や経営の安定を図る検討をした結果、
現状の入院患者数の状況を考えると、病床利用率は５０％を満たないことから、当院は令和７年４月１日より有
床診療所に機能転換することとします。
このため病床数は、従来の２４床（急性期）から５床削減し１９床とします。
療養型病床（４床）については、開設当初から休床扱いとなっている為、廃止をします。

入院患者の推移

年 度 総人口 患者数 １日平均 累計平均 最大入院者数 病床利用率

令和元年度 2,745 2,353 5.7 6.4 11 26.9 

令和２年度 2,694 4,010 12.0 11.0 15 45.7 

令和３年度 2,636 3,668 9.7 10.0 16 41.9 

令和４年度 2,622 3,974 7.7 10.9 19 45.4 

令和５年度 2,621 3,801 11.2 10.4 17 43.4 

外来患者の推移

年 度 総人口 患者数 １日平均 累計平均

令和元年度 2,745 12,080 46.6 50.1 

令和２年度 2,694 11,325 41.0 46.6 

令和３年度 2,636 10,107 38.5 41.8 

令和４年度 2,622 11,126 47.5 45.8 

令和５年度 2,621 11,967 47.9 49.7 

また、介護認定を受けており、寝たきりや重度の介護が必要であり、且つ医療的ケアも必要な方に対して、併
設型小規模介護医療院（４床）を開設し、猿払村全体での医療・介護の連携を図ります。
（令和７年４月１日開設予定）

この結果、有床診療所１９床と介護医療院４床で計２３床となります。



病室については、以下の図のとおり変更をします。


